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横浜山の会 2023 年 1 月号会報 第 706 号 

伊豆：城山 

◆日程 ２０２２年１２月２５日 (日) 

◆メンバー L : TY、OT、IZ、SD 

◆天候 晴れ 

石尊山で岩登りをする予定で車で向かう途中、かなり積雪があり岩登りは無理なのがわかっ

た。車を走らせながら急遽代替の岩場を検討した結果、TYさんが最近登った伊豆城山の西南カ

ンテならルートも分かっているし雪も付いていないので良いだろうということになった。 

最寄りの道の駅でテントを張って就寝。早朝まだ暗いうちに撤収して駐車場に向かう。駐車

場から１時間半くらい急登を登って行くと西南カンテの取付きに着いた。ルートの分かってい

る TYさんと IZさんがペアになり、私は OTさんとペアで登ることになった。 

西南カンテルートは南壁左端のカンテを登る、南壁唯一の初心者向けルートでグレード的に

は 5.5～5.7とガイド本には書いてあるが、実際壁に取り付いて見ると基本的に岩が逆層で傾斜

がキツイところもあり初心者向けとはとても思えなかった。 

最初に TY さんがリードで登り始め 2 つ目の中間支点に向かう途中バランスを崩してフォー

ルした。ビレイの IZ さんはすぐに止めたが 1 つ目の支点が TY さんの 2ｍ右横にあったので 2

ｍ程フォールした。左脚を打ったようでその場を動かない。7～8ｍしか離れていなかったので

一旦降りてきたらどうですか、と声を掛けたが本人は大丈夫です、と言って登り始めた。大し

たことにならずに良かったと思ったが帰宅後左脚の腫れが酷く、受診したところ一部の骨に凹

みがあることが分かり全治 1ヶ月の大怪我となった。 

結局 TY さんはリードで最後まで登り、OT さんと私はつるべで交互にリードして登った。ル

ートとしては 4ｐの短いルートではあるが緊張感があって我々にも十分登れるレベルで楽しめ

た。岩場をリードで登っていたのだから油断していたとはとても思えないが、一瞬でフォール

するのだから全身を集中して岩に向かうしかない。慎重に勇気を持って登る重要性を改めて気

付かされた登攀となった。幸い TY さんは 1 ヵ月程で山に復帰できるそうなので早期完治を願

うばかりである。 （記：SD） 

CT：駐車場 6:30‐西南カンテ取付き 8:00‐城山頂上 13:00‐駐車場 14:00 
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